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１ 概要 

  東広島市においてＥＳＣＯ事業による安芸津中学校体育館の空調の設備改修及び太陽光発電設備の

整備が、令和３年１２月２７日に竣工し、令和４年１月５日から稼働しました。 

ＥＳＣＯ事業とは、エネルギーサービスカンパニーの略で、設備の高効率化を図り、光熱費の削減

を進めていく事業のことで、本事業は、市が出資して設立した地域新電力会社である東広島スマート

エネルギー株式会社が設備を導入・整備し、設備の利用に当たって市が利用料金を支払います。 

 

２ 設備概要 

（１）停電対応型ガス空調機の導入 

現行の空調機を、ＬＰガス（液化石油ガス）を燃料として停電時にも稼働できる空調機に更新。 

（２）太陽光発電設備及び蓄電池の設置 

温室効果ガス排出量の削減や自立的エネルギー確保に有効な再生可能エネルギーを導入するため、

新たに太陽光発電設備及び蓄電池を設置。 

（３）ＬＰガスバルクの設置 

燃料供給のため耐震性や安全性に優れた災害対応型のＬＰガスバルク（供給タンク）を設置。 

 

【安芸津中学校体育館設備概要図（更新後）】 
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３ 期待される効果 

（１）ランニングコストの削減 

   太陽光発電による電力供給や高効率・省エネ空調機の導入による燃料使用量の削減により、設備

導入前に比べて安芸津中学校における年間のランニングコスト（電気料金及び燃料費の合計額）の

約１６％（約７１万円）削減を見込んでおります。 

（２）温室効果ガス排出量の削減 

   太陽光発電による電力供給や高効率・省エネ空調機の導入による燃料使用量の削減により、設備

導入前に比べて年間の二酸化炭素排出量の約１４％（約１７トン）削減を見込んでおります。 

（３）災害時の自立稼働 

   災害発生時に停電した場合でも、ＬＰガスバルクから燃料供給を受けて空調機を稼働することや、

太陽光発電による発電と蓄電が可能であることから、建物内の照明やスマホ等の通信機器の充電用

の電力を確保し、避難所としての災害対応機能の強化を図ることができます。 

（４）環境啓発への活用 

   再エネ・省エネの導入効果を実感できるよう、エネルギーマネジメントシステムを導入してエネ

ルギー使用量や二酸化炭素削減量等をモニターに見える化することで、生徒や施設利用者の環境意

識を醸成するとともに、持続可能な社会の構築に必要な意識啓発を図るための学習の場として活用

できます。 

 

 

 

 


